
第14章 そ の 他 市勢

議会

1. 公益財団法人八千代市文化・スポーツ振興財団

2. 公益財団法人八千代市環境緑化公社

3. 社会福祉法人八千代市社会福祉協議会

4. 社会福祉法人八千代市身体障害者福祉会

5. 四市複合事務組合 生涯学習部

6. 北千葉広域水道企業団 安全環境部

都市整備部

産業活力部

選挙管理委員会

監査委員

農業委員会

教育委員会

消防本部

その他
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3.

4.

23

・地域力強化推進業務

７　

18

、評議員９名

　新たな社会ニーズに対応するため社会福祉法人の認可を受け現在は障害者総合支援法に

基づく障害者就労支援施設「はばたき職業センター」の設置経営と地域生活支援事業及び

相談支援事業並びに身体障害者福祉法に基づく事業を展開しています。
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⑶　事業

①第２種社会福祉事業

障害福祉サービス事業「はばたき職業センター」の経営

・就労移行支援　定員６名

・就労継続支援B型　定員30名

目　　的　　　�　利用者の意思及び人格を常に尊重して、常に当該利用者の立場に立った適切

な就労移行支援等の提供を確保することを目的とする。

場　　所　　　八千代市米本2429番地10

敷地面積　　　１,９５８ ㎡

建物面積　　　７６９.３１ ㎡

建築構造　　　鉄筋コンクリート造平屋建

授産内容　　　印刷作業、園芸作業、受注生産作業

　特定相談支援事業及び障害児相談支援事業「きらめき支援センター」相談員　２名

　同行援護事業（居宅介護等事業（視覚障害者ガイドヘルパー事業））

②受託事業

　ア　車椅子貸出事業

　イ　八千代市手話通訳者設置・派遣事業

　ウ　身体障害者スポーツ大会等スポーツの振興及び身体障害者の地域交流事業

　エ　市民向け各種講座の開催事業

③自主事業

　ア　移動支援事業……福祉有償運送事業

　イ　各種福祉講座……書道、手話、点訳、ボランティア講座

　ウ　交流事業……地区懇談会、もちつき会等各種交流事業

　エ　社会参加促進事業……日帰り及び一泊親睦旅行　他

　オ　啓発事業……とっておきの福祉まつり、機関紙「はばたき」発行

　カ　日中活動……在宅重度障害者の日中活動

　キ　相談支援事業……身体障害者の日常相談、訪問活動等

④その他

　身体障害者更生相談事業
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5. 四市複合事務組合

⑴ 組　　織

船橋市本町2-7-8（船橋市福祉ビル内）

定数13人（船橋市5人、習志野市3人、八千代市3人、鎌ケ谷市2人）

船橋市長

船橋市副市長

船橋市会計管理者

船橋市監査委員（知識経験者）

鎌ケ谷市議会議員（議会選出監査委員）

⑵ 特別養護老人ホーム「三山園」

昭和47年6月1日

船橋市三山2-3-2

面積　５０５３．００㎡

鉄筋コンクリート造３階建

延床面積 ５，９１３．１０㎡

指定介護老人福祉施設 １００人

指定（介護予防）短期入所生活介護事業所　２０人

指定（介護予防）認知症対応型通所介護事業所　１２人

① 保険者別入所者状況 令和2年3月末

人 人 人

鎌 ケ 谷 市 6 8 14

計 35 59 94

5 10 15

八 千 代 市 9 11 20

習 志 野 市

女 計
保険機関

船 橋 市 15 30 45

会計管理者

監 査 委 員

定 員

区 分 
男

開 設

所 在 地

敷 地

建 物

副 管 理 者

　従来から船橋市、習志野市、八千代市及び鎌ケ谷市の４市で運営を行ってきた老人福祉施設組合は、

昭和５２年３月３１日で解散した伝染病予防組合の事務を継承するとともに、斎場に係る事務を加え

て、同年４月１日、四市複合事務組合に改称しました。

　なお、平成１１年３月３１日をもって伝染病予防法が廃止され、伝染病隔離病舎事業を終了したこと

から、現在、本組合は特別養護老人ホーム三山園及び馬込斎場、しおかぜホール茜浜（令和元年１０月

８日供用開始）の事業を実施しています。

事 務 所

組合議会議員

管 理 者 等 管 理 者
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②　要介護状態等区分状況

人 人 人 人 人

⑶　馬込斎場

昭和55年4月1日

船橋市馬込町1102-1

面積 １９,６０１.７ ㎡

鉄筋コンクリート造（一部地下１階、地上２階）

延床面積 ５,９５３.９３ ㎡

３,６２２,６６１千円（建築費２,６１２,８５８千円、用地買収費１,００９,８０３千円）

４室

３台（バン型２台、ワンボックス１台）※しおかぜホール茜浜と共用

１５基

式 場

霊 柩 車

火 葬 炉

開 設

所 在 地

敷 地

建 物

建 設 費

94

要 介 護 ５ 16 4 6 6 32

計 45 15 20 14

1 1

39

要 介 護 ３ 6 2 7 3 18

要 介 護 ４ 22 8 6 3

3

合   計

要 介 護 １ 1 0 0 1 2

区 分 船 橋 市 習 志 野 市 八 千 代 市 鎌 ケ 谷 市

要 介 護 ２ 0 1
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遺　体 改　葬 計 宮　型 バン型
ワンボッ
クス型 計

船 橋 市 5,108 5,108 489 19 508 730 419 6,045 929

習 志 野 市 1,303 1,303 1 217 6 224 146 95 1,448 194

八 千 代 市 1,548 14 1,562 128 3 131 93 63 1,634 123

鎌 ケ 谷 市 965 965 189 6 195 172 119 1,325 175

978112102962962外以民住

計 9,193 14 9,207 1 1,043 35 1,079 1,141 696 10,639 1,430

遺　体 改　葬 計 宮　型 バン型
ワンボッ
クス型 計

船 橋 市 5,212 2 5,214 2 349 101 452 705 437 5,836 984

習 志 野 市 1,345 7 1,352 125 29 154 161 103 1,444 233

八 千 代 市 1,580 1,580 1 99 13 113 54 34 1,587 93

鎌 ケ 谷 市 998 1 999 154 28 182 206 161 1,236 167

7140252142892892外以民住

計 9,433 10 9,443 3 751 172 926 1,126 735 10,307 1,494

遺　体 改　葬 計 バン型
ワンボッ
クス型

船 橋 市 4,923 6 4,929 276 44 670 428 5,411 854

習 志 野 市 891 891 65 11 128 74 953 183

八 千 代 市 69963,18486497363,14953,1

鎌 ケ 谷 市 1,023 1 1,024 172 15 221 169 1,258 194

51751142812812外以民住

計 8,414 11 8,425 616 74 1,088 719 9,148 1,342

遺  体
保管室

控　室

320

平成30年度

控　室
遺  体
保管室

遺  体
保管室

火 葬 霊 柩 車
式　場 祭　壇

690

76

83

187

24

馬込斎場使用状況

令和元年度

区　　分
火 葬 霊 柩 車

式　場 祭　壇 控　室
計

平成29年度

区　　分
火 葬 霊 柩 車

式　場 祭　壇

区　　分
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⑷ しおかぜホール茜浜

　　開　設　　　令和元年10月8日

　　所在地　　　習志野市茜浜3-7-6

　　敷　地　　　面　　積　25,000㎡

　　建　物　　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　2階建

　　　　　　　　延床面積　9,807.17㎡

　　建設費　　　11,453,792千円（建築費8,214,995千円、斎場用地費3,238,797千円）

　　式　場　　　4室

　　霊柩車　　　3台（バン型2台，ワンボックス型1台）※馬込斎場と共用

　　火葬炉　　　12基　※3基増設スペースを確保している

しおかぜホール茜浜使用状況

遺体 改葬 計 宮型 バン型 ﾜﾝﾎﾞｯｸｽ型 計

船橋市 412 0 412 0 12 3 15 45 27 459 37

習志野市 517 0 517 0 28 0 28 106 69 620 90

八千代市 359 0 359 0 15 1 16 21 17 379 14

鎌ケ谷市 14 0 14 0 0 0 0 2 2 16 1

住民以外 31 0 31 0 0 0 0 0 0 27 0

計 1,333 0 1,333 0 55 4 59 174 115 1,501 142

遺体
保管室

　　令和元年度

区分
火葬 霊柩車

式場 祭壇 控室
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※一日最大給水量は送水に関する協定書（平成28年度から31年度まで）による

④　給水年月日

一部構成団体に給水　　昭和54年6月1日

全構成団体に給水　    昭和56年4月1日

⑶　事業の経過

昭和47年10月 北千葉広域水道企業団設置促進協議会が発足（会長　千葉県知事）

昭和48年３月 北千葉広域水道企業団設立許可

　　　　〃　 北千葉広域水道用水供給事業経営の認可

　　　　〃　 事務所を千葉県東葛飾合同庁舎内に設置（松戸市小根本７番地）

　　　　７月 創設事業に着手（創設事業費　449億円）

昭和49年12月 北千葉広域水道用水供給事業経営の変更認可（取水地点の変更）

昭和50年９月 利根川広域導水事業（野田導水事業）において 4.320㎥/秒の水配分

昭和51年２月 創設事業費を 1,165億 7,000万円に改定

昭和52年11月 浄水場中央管理本館が完成（流山市桐ケ谷宇和田130番地）

昭和54年６月 第一期施設が完成し、供給を開始（施設能力 133,600㎥/日）

　　　　〃　 一部構成団体に給水を開始

　　　　〃　 （基本料金　81円/㎥、使用料金　14円/㎥）

昭和55年３月 奈良俣ダム建設事業において、 0.200㎥/秒の水源を確保

　　　　11月 創設事業費を 1,694億 5,100万円に改定

昭和56年４月 全構成団体へ給水を開始

（基本料金 103円/㎥に改定、基本料金経過措置56年度は102円/㎥）

我 孫 子 市 水 道 事 業 32,900 ㎥

習 志 野 市 水 道 事 業 17,300 ㎥

八 千 代 市 水 道 事 業 28,900 ㎥

野 田 市 水 道 事 業 41,000 ㎥

柏 市 水 道 事 業 93,700 ㎥

流 山 市 水 道 事 業 42,500 ㎥

給 水 対 象 水 道 事 業 名 一日最大給水量

千 葉 県 水 道 事 業 201,300 ㎥

松 戸 市 水 道 事 業 14,100 ㎥
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※一日最大給水量は送水に関する協定書（平成28年度から31年度まで）による

④　給水年月日

一部構成団体に給水　　昭和54年6月1日
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昭和50年９月 利根川広域導水事業（野田導水事業）において 4.320㎥/秒の水配分

昭和51年２月 創設事業費を 1,165億 7,000万円に改定

昭和52年11月 浄水場中央管理本館が完成（流山市桐ケ谷宇和田130番地）

昭和54年６月 第一期施設が完成し、供給を開始（施設能力 133,600㎥/日）

　　　　〃　 一部構成団体に給水を開始

　　　　〃　 （基本料金　81円/㎥、使用料金　14円/㎥）

昭和55年３月 奈良俣ダム建設事業において、 0.200㎥/秒の水源を確保

　　　　11月 創設事業費を 1,694億 5,100万円に改定

昭和56年４月 全構成団体へ給水を開始

（基本料金 103円/㎥に改定、基本料金経過措置56年度は102円/㎥）

我 孫 子 市 水 道 事 業 32,900 ㎥

習 志 野 市 水 道 事 業 17,300 ㎥

八 千 代 市 水 道 事 業 28,900 ㎥

野 田 市 水 道 事 業 41,000 ㎥

柏 市 水 道 事 業 93,700 ㎥

流 山 市 水 道 事 業 42,500 ㎥

給 水 対 象 水 道 事 業 名 一日最大給水量

千 葉 県 水 道 事 業 201,300 ㎥
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